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＜あらまし＞ 本研究では，教授設計法などの授業・研修で課題分析図作成を教授する部分

で利用できる Miro テンプレートを開発した．課題分析図の作成スキル習得のためには，①

スモールステップで課題分析図の作成練習をする②他の学習者の課題分析図作成事例を見

る，他者の課題分析図へフィードバックを行うなど，類例に触れる機会を増やすことが効果

的であろう．Miro はオンラインホワイトボードで，探究の共同体における学びを支援する

可能性を持つ．テンプレート機能を活用することで，効果的・効率的な授業展開を見込む． 
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1. はじめに 

本研究では，教授設計法（インストラクシ

ョナルデザイン）などの授業・研修で課題分

析図作成を教授する場面で利用できる Miro

テンプレートの開発を試みた．授業設計にお

いて，課題分析図の作成は重要な項目である

が，その作成スキルの習得は容易ではない．

そのため，課題分析図作成の課題分析（中嶌

ほか 2020）や課題分析図作成ツール開発（高

橋ほか 2012）も試みられている．授業設計を

教授する授業・研修でも，課題分析図の作成

を扱うことが少なくない．課題分析図の作成

スキル習得のためには，①学習者がスモール

ステップで実際に手を動かして課題分析図の

作成練習をする②他の学習者の課題分析図作

成事例を見たり，他者の課題分析図へのフィ

ードバックを行ったりすることで，類例に触

れる機会を増やすことが効果的であり，その

実現にオンラインホワイトボードが有効であ

る．オンラインホワイトボードは授業中など

で活用すると，学習者は他の学習者の作業状

況を同期的に確認でき，また，情報をストッ

クする側面もあるため非同期的な性質も持ち，

探究の共同体（GARRISON 2011）の観点から，

社会的存在感と認知的存在感を実現するツー

ルとして活用できる．なお，社会構成主義を

起源に持つ探究の共同体では，教授的存在感，

社会的存在感，認知的存在感の３つの要素が

互いに作用しながら学習環境を構築すると考

える．オンラインおよびブレンド型の教育に

おいて協調的な学習環境を設計する際に活用

できるモデルである．Miro テンプレートは，

オンラインホワイトボードの一つである

Miro のボードをカスタマイズした状態で再

利用・共有できる機能であり，効率的な授業

実施に寄与することを目指す．カスタマイズ

により，学習者に適切な指導を与えやすくす

ることで，教授的存在感の強化を見込める． 

なお，作成すべき課題分析図は，学習目標

によって種類が異なる．本研究では，学習成

果の５分類（ガニェほか 2007）における「知

的技能」に該当する学習目標に対応する課題

分析図である階層分析図の作成に限定する． 

2. 本 Miroテンプレートの構成 

Miroテンプレートは，表１のとおりおもに

３つのパートに分けられる．インストラクシ

ョンエリア，作業エリア，テンプレート説明

エリアである．なお，テンプレート説明エリ

アには授業設計の提案を含む．その提案は，

①教師・学習者コミュニケーション用の掲示

板の活用〔授業開始時に Miroの基本操作を習

得するために付箋を用いた自己紹介ワークを

行うことで，付箋などのオブジェクトの作成，

移動，テキストの入力などを経験できる．授

業中でも発話することなくテキストによる質

問やコミュニケーションを可能にする場とし

て活用できる．という２つの目的〕②スモー

ルステップで課題分析図の作成練習するため 
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表１ 本 Miroテンプレートの構成要素 
エリア名 構成要素 
インストラクションエリア ①Miroの使い方の説明 

②課題分析図作成に活用できる Miro機能の利用方法の説明 
③課題分析図の参考例および対応する Miro機能の説明 
④教師・学習者コミュニケーション用の掲示板 

作業エリア（学習者の人数分を複製） 
学習者が課題分析図を作成するエリア 

①入口（前提条件）や出口（学習目標）など，課題分析の必須項目の入力用エリア 
②作成手順を思い起こさせるインストラクション 

テンプレート説明エリア 
教師が確認後，授業前に削除 

①テンプレートの使い方など 
②テンプレート作成者から教師への授業設計の提案 

 

図１ 本 Miroテンプレートの構成要素の例 

の授業構成案〔ステップ１：家庭の身近な例

（学習目標）を用いた教師による課題分析図

の説明，ステップ２：教師が指定する家庭の身

近な例（学習目標）での課題分析図作成練習，

ステップ３：学習者が設定する家庭の身近な

例（学習目標）での課題分析図作成練習の３段

構成〕である． 

3. Miroテンプレートの試案 

Miro テンプレートは，ボード内でオブジェ

クトを配置した状態でテンプレートとして保

存することで作成できる．本研究では，ボード

内でテンプレートの構成要素となるオブジェ

クトを配置し，テンプレートとして設定し，試

案とした．図１はテンプレートの抜粋で，イン

ストラクションエリアの課題分析図の参考例

および対応するMiro機能の説明などと学習者

1名分の作業エリアである． 
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